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本レポートの目的
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LINE 本文ページ

現状を踏まえた本レポートの目的

本レポートの目的
ロケット打上げが地域内外にもたらす価値の可視化

可視化された価値を実現するためのアクションの共有

打上げが地域内外にもたらす価値のイメージ 価値実現に向けたアクションのイメージ

顕
在

潜
在

打上見学による
観光活性化 射場及び周辺

インフラ建設

県外企業の
県内立地

県民のチャレンジ
精神向上

県内企業の
宇宙領域参入 …

＋

α

β

α β

喪失

懸念

痛手

（画像出所） 1)毎日新聞YouTubeチャンネル「スペースXの大型宇宙船、初の打上げ実験で爆発も関係者は「成功」」

打上げ結果に対するネガ
ティブなニュースやコメント

ネガティブな事象に拍車をかける

挑戦を応援する
カルチャーが形成される

1)

Starship初号機打上の様子

◼本レポートは、 ロケット打上げの地域内外への価値の可視化と、 その実現に向けたアク
ションの共有を目的に作成

α β
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本レポート発信により目指す好循環

価値を共有できていない場合の悪循環 価値の共有を通じて目指す好循環本レポートでの価値・アクション共有

打上げ成功の
難しさの共有

経済波及効果の
共有

まちの将来像の
共有

経済効果の拡大を阻む可能性 経済波及効果やまちの将来像を
県内外で共有

打上げ結果に一喜一憂せず
県全体で宇宙産業に挑戦

打上結果に関わらず
応援・挑戦の継続

（画像出所） 1)毎日新聞YouTubeチャンネル「スペースXの大型宇宙船、初の打上げ実験で爆発も関係者は「成功」」

1)

支援事業や
域内への投資継続

新たな地域産業
として確立

市民・企業の関心低下

宇宙領域への投資縮小

新たな地域産業
としての発展の頭打ち

◼本レポートで地域における打上げの価値や必要アクションを共有することで、打上げに関するネガ
ティブな事象を乗り越え、スペースポートが地域内外にもたらす価値の最大化に貢献
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セクション

II.

主な論点とハイライト
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10年～30年後
和歌山県はどのような
まちになるのか？

10～30年後の理想の
まちを実現するには
どうすればよいのか？

SP紀伊立地～初回打
上げまでに県で何が起
こっているのか？

現状

本レポートの主な論点

主
な
論
点

検
討
内
容

ロケット打上げの効果・影響 宇宙起点のまちづくり

SP紀伊は将来的に県/
日本へどのような影響を

及ぼすのか？

県内の定性面
における変化

Q1

A1

SP紀伊を起点
とした経済波及効果

A2

2050年に
期待される街の姿

A3

実現に向けた
必要アクション

A4

打上げを通じて和歌山県で起こっていることは？

将来Q2

論
点
に
対
す
る
対
応

10～30年後における和歌山県の姿は？

将来のまちのあり方Q3 実現アプローチQ4

◼SP紀伊がもたらす和歌山県及び日本への効果を明らかにしたうえで、その効果を最大限生かし
たまちづくりを持続的に行うための今後のアクションまでを検討
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論点に対する検討内容のサマリ

県内の定性面
における変化

A1

SP紀伊を起点
とした経済波及効果

2050年に
期待されるまちの姿

実現に向けた
必要アクション

◼ 「まち」のブランド力向上
◼ 「市民」の“挑戦”に対する前向きなカルチャーの醸成

◼ 打上げ1回あたり約12億円（県内）の経済波及効果

◼ 10年間で日本に最大約3,768億円（県内に約1,590億円）

◼ 宇宙産業を軸とした関係人口の増加やサプライチェーンの国内回帰
◼ アジア圏における衛星打上げ需要の獲得

◼ “ロケット打上の感動（定性）”を“経済価値（定量）”につなげる
◼ ”産官学金”が相互補完し合う協力体制の構築

A2

A3

A4
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和歌山県において1回のロケット打上げがもたらす経済波及効果

ロケット部品・
衛星の運搬

宇

宙

産

業

非

宇

宙

産

業

射場運営

飲食、小売等の消費

宇宙関連イベント

見学者の宿泊

約12 億円

打上げ1回あたり
和歌山県に与える
経済波及効果

（数値出所）各種公知情報を基にMURC試算
(参考)＊内閣府のデータを基に算出 和歌山県の名目GDPは3兆7,445億円（2022年時点）と全国で38位の規模

◼2024年3月に行われたSP紀伊における消費活動等の分析を踏まえると、和歌山県ではロケッ
トの打上げ1回あたり約12億円の経済波及効果が見込まれる
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打上げ1回あたりの経済波及効果の最大化に向けた課題

打上げ1回あたり

約12億円の経済波及効果

“スペースポート”という
強力な地域活性化コンテンツ

打
上
げ
1

回
あ
た
り
の
経
済
価
値

“スペースポート”という強力なコンテンツを活かすための仕組み作りが必要

県と町の人的・金銭的負担による
打上げ運営の成立

県・町職員の休日出勤手当
（数百人規模）

パブリックビューイング・
イベントの運営費

渋滞対策に向けた
セキュリティ配置

◼一方で、12億円の経済波及効果の前提となる打上げ運営は、交通渋滞対策やイベント運営を
県と町が人的・金銭的に負担することで成立

（画像出所） MURCで撮影
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セクション

III.

県内の定性面における変化
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初号機打上げ前後での串本町・那智勝浦町（1/3）町内におけるこれまでの歩み

初号機
打上げ

✓ 県や自治体、旅行会
社等の協力体制に
よるイベント企画

✓ 地元民のイベント参画

初号機打上げ前後における和歌山県内での主な動き

（画像出所） １．スペースワン社より受領
2. MURCで撮影

現地打上げイベントの開催

地元高校での宇宙学習開始

✓ 串本古座高校における
「宇宙探究コース」の開設

✓ 元JAXA職員による講座

✓ 廃校回避による若者の
地域離れ防止・定住促進

地元小中生からの応援メッセージ

✓ 第１回打上げの結果を
受け、スペースワン社に
対する応援メッセージ

宇宙観光施設「ソラミル」の開設

SP紀伊における射場建設

ヒト

インフラ

産業
産業

インフラ

「宇宙シンポジウム in 串本」の開催ヒト

県内の定性面における変化A1 A2 A3 A4

1

2

2018年

20XX年～

◼初号機の打上げを起点に、地元住民参加の打上げイベント開催や地元小中学生の応援メッ
セージの送付など、SP紀伊を起点とした地元住民の動きが活発化している
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初号機打上げ前後での串本町・那智勝浦町（2/3）定性面における変化

一般的な地方都市の課題例 串本町・那智勝浦町で起きている変化

人口減少・過疎化

老朽化・維持困難

産業の衰退

“挑戦”への前向きなカルチャーの醸成ブランディング強化・注目度上昇

射
場
建
設
～
初
号
機
打
上
げ

に
よ
る
影
響

ヒト

インフラ

産業

宇宙観光施設の開設

宇宙について学べる
中心拠点として整備

串本古座高校の存続

「宇宙探究コース」
による全国学生募集

外部企業向け研修の実施

打上イベントでの地元住民の出店

交通渋滞を予測した
Stay Home協力

近隣住民の打上時の協力・理解

マイクロビジネスの振興

和歌山名物のポンカン
ジュース等を販売/PR

カメラマンやドローン
クリエイターとして独立

地域課題解決を
テーマに企業惹きつけ

県内の定性面における変化A1 A2 A3 A4

1

（画像出所） １．MURCで撮影

定性面での変化を定量的に試算することで可視化（ ）A2

◼射場建設から初号機打上げまでにも、串本町・那智勝浦町を中心にブランド力の強化や、住民
の“挑戦”に対する、主体的なカルチャーの醸成などの変化が生じている
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初号機打上げ前後での串本町・那智勝浦（3/3）串本町のふるさと納税の変化

(数値出所) 1.串本町へのヒアリング

合計寄付額

合計寄付額

2022年度 2023年度

うち3月寄付額

うち3月寄付額

県内の定性面における変化A1 A2 A3 A4

2024年3月13日

初号機打上げ

▲

前年3月と比較し約4倍に1)

ふるさと納税でロケット打上げを”支援” ロケット打上げがふるさと納税に”貢献”

これまでは“まちが“ロケット打上げを支援してきたが、今後はロケット打上げが”まちに”貢献

打打上げ前年度と比較したふるさと納税寄付額の変化

（円）

◼実際に、打上げが行われた3月の串本町のふるさと納税寄付額は前年同月と比較し4倍に増加
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Ⅳ.

SP紀伊を起点とした経済波及効果
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日本全体

経済波及効果のサマリ

和歌山県

試算数値の意味合い

打上げ1回当たりに換算年間あるいは10年間合計

捉
え
る
経
済
波
及
効
果
の
範
囲

年30回打上げが実現する場合、

最大約3,768億円の経済波及効果*

ア

サプライチェーン構築が進む2033年には

直接効果約280億円のうち約60%

をロケット製造など宇宙産業が牽引

イ

串本町
那智勝浦町

SP紀伊を起点とした経済波及効果A2A1 A3 A4

ロケット打上げ1回あたり

約12億円の経済波及効果

打上げ延期時には
観光客の追加周遊等により

＋2億円の経済波及効が
生ずるか

エ

ウ

（数値出所）各種公知情報を基にMURC試算
(参考)＊過去の和歌山県による試算では、10年間の和歌山県内における経済波及効果を670億円と試算

◼経済波及効果の範囲として串本町および那智勝浦町・和歌山県・日本全体の3観点で算出
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SP紀伊を起点とした経済波及効果

経済波及効果試算の前提

SP紀伊での打上げによって地域に発生する産業とその波及プロセスのイメージ

ロケット
発射

衛星
打上げ

発射台/
倉庫等建設

ロケット
組み立て

ロケット
部品製造

メタン燃料
生成

メタンプラント
建設

既存試算* 本レポートでの試算要素＋

衛星
輸送

衛星部品
製造

衛星データ
活用

打上げ
観覧

周辺観光

飲食

エンジニア
関係者来訪

A2A1 A3 A4

対 

象 

産 

業

射場運用

ロケット・衛星などの製造

衛星データサービス

打上関係施設の建設

クリーンエネルギー

宿泊・飲食

小売

宿泊施設等の建設

運輸

宇
宙
産
業

非
宇
宙
産
業

教育

射場
メンテナンス

宿泊

大学教育
拡大

波及を想定する産業

(参考)＊過去の和歌山県による試算では、10年間の和歌山県内における経済波及効果を670億円と試算

◼SP紀伊での事業を中心とした過去試算に加え、打上げ実現のために発生する産業や、打上げ
によって活性化する産業の効果を広く試算
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経済波及効果試算パターンの整理

既存試算※ ベース試算 ターゲット試算

打上回数目標

試算対象地域

射場運用

ロケット・衛星などの製造

衛星データサービス

打上関係施設の建設

クリーンエネルギー

宿泊・飲食

小売・教育

宿泊施設等の建設

運輸

宇
宙
産
業

非
宇
宙
産
業

教育

未確認 2033年:20回/年 2033年:30回/年

〇 〇 〇

△(県外のみ考慮) 〇

〇 〇

〇 〇 〇

〇

〇 〇 〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇

県内のみ 県内および県外

では、 より打上回数の増加と対象産業の拡大を想定

項目 試算シナリオ

ベース試算ターゲット試算シナリオの違い

2023年時点

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

2023年:1回/年

直近実績

SP紀伊を起点とした経済波及効果A2A1 A3 A4

波
及
を
想
定
す
る
産
業

(参考)＊過去の和歌山県による試算では、10年間の和歌山県内における経済波及効果を670億円と試算

◼  にロケット・衛星製造をはじめ、打上げによる影響が想定される多様な産業を追加。
前提となる打上げ回数や産業集積の度合いにより         の2パターンを試算

既存試算

ベース試算 ターゲット試算
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全国における10年累積の経済波及効果

既存試算※

148億円
307億円

1,516億円

582億円

1,671億円

944億円

466億円

1,096億円

(670 億円)

2,506 億円
(1,112億円)

3,768 億円
(1,590億円)

653億円399億円

413億円

524億円

397億円

試
算
結
果

ベース試算 ターゲット試算

316億円

枠の間接効果は直接効果に係る原材料費・調達費などの見合いとして算出されるもの。概ね、直接効果の80％前後となる。

宿泊・飲食業など非宇宙産業（濃い着色は和歌山県内の効果）

射場運営・製造業など宇宙産業（濃い着色は和歌山県内の効果）

間接第一次・第二次波及効果（濃い着色は和歌山県内の効果）

【凡例】

SP紀伊を起点とした経済波及効果A2A1 A3 A4

ア

＋1,262億円

＋1,836億円

（数値出所）各種公知情報を基にMURC試算
(参考)＊過去の和歌山県による試算では、10年間の和歌山県内における経済波及効果を670億円と試算

宇宙産業を軸としたサプライチェーンの国内回帰が期待できる

◼ ベース試算では県外効果の織込みと対象産業拡大により2,506億円。アグレッシブでは打上
回数の増加、更なる製造業サプライチェーン（SC）の織込みにより3,768億円と試算

ベース試算 ターゲット試算
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2024~2033年のSP紀伊を中心とした経済波及効果（県内/直接効果）

貢献時期 傾向

小売

教育

宿泊・飲食

情報通信

製造

打上

宇
宙
産
業

非
宇
宙
産
業

建設

建設

運輸

【凡例】

直
接
効
果

県内における産業別の経済波及効果の推移

ターゲット試算

24 34
50

73
107

11
14

20

38

62

24 12

22

46

12

17 22

30

41

56
10

14

15

20

16 18
36

46
65

89
98

143

226

277

2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033

16億円 18億円
36億円

46億円
65億円

89億円 98億円

143億円

226億円

277億円

①観光業の進展

②製造業の進展

大器晩成型

大器晩成型

全体
(2024-33)

後半
(2029-33)

②製造業の進展

①観光業の進展

SP紀伊を起点とした経済波及効果A2A1 A3 A4

イ

（数値出所）各種公知情報を基にMURC試算

経済波及効果は2030年頃より急速に拡大、各ステークホルダーの中長期的なコミットが鍵

◼ 打上回数増加に伴い、宇宙・非宇宙産業双方の県内直接効果が増加。特に、本射場は県内
のロケット・衛星部品の製造ニーズを拡大させるポテンシャルを有する、国内でも稀有な射場
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1回のロケット打上げがもたらす経済波及効果

ロケット部品・
衛星の運搬

飲食、小売等の消費

約12 億円

打上げ1回あたり
和歌山県に与える
経済波及効果

宇

宙

産

業

非

宇

宙

産

業

射場運営

宇宙関連イベント

見学者の宿泊

（数値出所）各種公知情報を基にMURC試算

SP紀伊を起点とした経済波及効果A2A1 A3 A4

ウ

◼SP紀伊ではロケットの打上げに伴う消費活動等により、12億円の経済波及効果が見込まれる
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LINE 本文ページ

1回のロケット打上げにおける経済波及効果の内訳

間接波及
（建築材料、食品材料 etc）

3.0億円

4.9億円 4.1億円 3.0億円

宇宙産業 非宇宙産業

（数値出所）各種公知情報を基にMURC試算

間接波及

＝

＋

＝

射場運営

ロケット部品・
衛星の運搬

＋ 飲食、小売等の消費

宇宙関連イベント

見学者の宿泊
1.8億円

1.0億円

1.3億円

＋

＋

＝ ＝

＋

約12億円／本

4.9億円

0.02億円

SP紀伊を起点とした経済波及効果A2A1 A3 A4

◼1回あたり12億円の経済波及効果の内訳は、宇宙産業で約5億円、非宇宙産業で約4億円
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LINE 本文ページ

ロケット打上と和歌山県における産業別GDPとの比較

（数値出所）各種公知情報を基にMURC試算

和歌山県における各産業のGDPとの比較※

30本／年

卸売業

1,086.3億円（2.91％）

電気・ガス・水道

1,578.9億円（4.23％）

約12 億円

打上げ1回あたり
和歌山県に与える
経済波及効果

20本／年

ベース試算

ターゲット試算

≒

≒

SP紀伊を起点とした経済波及効果A2A1 A3 A4

1,112 億円 1,590 億円

◼今後ロケットの打上が増加していくにつれて、和歌山県内のGDP底上げに寄与
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LINE 本文ページ

延期時に宿泊延期者割合の算出ロジック2)

打上げ延期による県内観光産業へのインパクト

打上当たりの見学者数

打上延期でも見学する割合

県外来訪者

60 %

40%

見学断念割合

40%

県内割合

60%

宿泊延期割合

5,000 人/回

1,200 人/回 (24%)

(数値出所)1)和歌山県観光統計調査
2)技研商事インターナショナル「KDDI Location Analyzer」を基にMURC試算
3)技研商事インターナショナル「KDDI Location Analyzer」と各種公知情報を基にMURC試算

実績値 MURC推定値

【凡例】

SP紀伊を起点とした経済波及効果A2A1 A3 A4

延期日数
仮定

4日
見学者による
消費額想定1)試算前提

◼ 宿泊費：25,000円/日
◼ 飲食費：12,000円/日

エ

見学者数 5,000人

1.6億円

0.7 億円

0.8 億円
0.3 億円

3.1 億円

2.3 億円

1.8億円
0.8 億円2.4億円

(町内合計：1.0 億円)

4.9 億円
(3.1 億円)

打上延期による県内へのインパクト3)

打上延期無 4日延期

宿泊・飲食業

間接効果

【凡例】

※濃い着色および（）内は
串本町/那智勝浦町での経済効果

◼打上げが”延期”された場合、県内の観光産業への経済波及効果は増額する可能性



24

セクション

Ⅴ.

2050年に期待されるまちの姿
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SP紀伊を起点としたまちづくりで目指す姿（2050年）

アジアのハブスペースポート

南紀白浜空港への国際便就航

SP紀伊が軸となって地域が発展アジアを中心とする衛星打上げ需要を捉え、グローバル規模でヒトが行き交う

射場

ロケット打上げ
を応援

世界中の企業・見学者が
行き交う

複数の射場

衛星による
災害予知

世界中の人を受け入れる
安心安全のまち

海外見学者、技術者が
出入り市民と交流

SP周辺外

日本

和歌山県で目指す2050年のまちの姿 日本・世界への影響

衛星の増加

世界

SP周辺

労働人口1％(約4千人)
が”宇宙産業”人材

ロケット部品工場の集積

大企業の関西拠点

１次産業効率化

衛星の増加

県内で働く人々の
定住人口・増

和歌山県

既存産業と掛合せた
サプライチェーンの構築

SP紀伊

クリーンエネルギーの
本格稼働

グローバル規模での関係人口の増加

宇宙産業を軸に産業集積

【凡例】各要素のカテゴリー 実装される技術/サービス まち・人への変化2050年に期待されるまちの姿A3A1 A2 A4

◼10年間で約3,768億円の経済波及効果を実現することができれば、和歌山ではロケットを
含めた産業振興やグローバル観点での人流活性などが見込める
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（参考）人口で見る江戸時代から現代までの和歌山県の発展

【凡例】 人口減少期 人口回復期

（数値出所）鬼頭宏, 『人口から読む日本の歴史』, 講談社, 2000年、国立社会保障・人口問題研究所を参考にMURCで整理

2050年に期待されるまちの姿A3A1 A2 A4

◼ 足元少子高齢化による大幅減も、宇宙産業に関連したウェルビーイングなどの新たな価値創
造の可能性
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和
歌
山
県
人
口

[千
人

]

江戸 明治 大正 昭和 平成 令和

1782～1788年
天明の大飢饉による人口減

1833～1839年
天保の大飢饉による人口減

1918年
スペイン風邪大流行による人口減

1941～1945年
第２次世界大戦による人口減

1875～1890年
明治維新後の都市への人口流出

1955～1960年
戦後の都市への人口流出

足元
少子高齢化による人口減
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セクション

Ⅵ.

実現に向けた必要アクション
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LINE 本文ページ

実現に向けたアクション

持続可能な社会・経済価値の循環に向けたアクション方針（1/2）社会・経済価値を繋ぐ主体

A2A1 A3 A4

初号機の打上げでの感動や報道の増加、新設アセットの整備などまちの変化を体感

社
会
価
値

の
変
化

まちへの誇り向上
(シビックプライド)

社
会
価
値
を
経
済
価
値
転
換
に

繋
げ
る
た
め
の
ア
ク
シ
ョ
ン
例

経
済
価
値

へ
の
影
響

打上げ見学客増加

県民が主体の
ツアー・講座構築

県内観光
インフラの整備

金

産

[凡例] 想定されるアクションの担い手

社
会
価
値
と
経
済
価
値
を

繋
ぐ
“
主
体
の
動
き
”
が
重
要

市民のチャレンジ
精神向上

宇宙ビジネス
新規参入

学び直し・リスキリング
機会拡充

県外事業者との
ビジネスマッチング

学

産

まちの知名度向上

県外企業の誘致

“挑戦”のまち
としてPR強化

県内工場立地への
税制優遇など

官

官

まちづくりの我が事化
セルフオーナーシップ

衛星データ×地域課題
解決ビジネス立案

“トライアル発注”など
新規中小企業支援

“宇宙”を使った
教育の提供

官

学

初
号
機
打
上
の

影
響

◼現在高まっている”挑戦”への受容性などの”社会価値”領域での変化を、定量的に捕捉可能な
“経済価値”領域での変化に転換させ好循環を産み出すためのアクションが必要
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持続可能な社会・経済価値の循環に向けたアクション方針（2/2）産官学金による協力体制

宇宙関連企業の誘致やインフラ整備 大型アセット建設等への投融資

宇宙を基軸とした人材育成・確保観光・宇宙産業への染み出し・拡大

◼ ロケット関連材料・部品製造

◼ 宇宙産業関連工場の建設

◼ 打上げ見学観光ツアーや宿
泊プランの計画

◼ 工場建設への投融資

◼ 衛星保管庫等の増設支援

◼ 関連企業とのネットワーキング

◼ 企業・工場誘致の立地検討

◼ オーバーツーリズム解消のため
の幹線道路の建設

◼ 補助金等による事業支援

◼ 高校での「宇宙探究コース」を
軸足とした大学教育へ接続

◼ 現役エンジニア等による出前
講座の実施

県

国

大
学

宇
宙

観
光

金
融
機
関

小
中
高

実現に向けたアクションA2A1 A3 A4

産

金

学

官

主体となる各プレイヤーが相互補完する形で協力体制を構築することが必要不可欠

◼持続可能な社会・経済価値の循環を実現するには産官学金の協力が必要。主体となる各プレ
イヤーが相互補完する形で協力体制を構築することが必要不可欠
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打上げ時

具体アクションイメージ： 延期時の県内周遊を促す観光ツアー造成

◼急遽の宿泊ニーズに応える宿泊施設整備や、打上げ延期も想定したパッケージ造成等を通じ、
延期期間中の見学者の周遊/その間の消費による経済波及効果獲得を目指す

打上げ前 延期時

近
畿
圏
か
ら
の
来
訪
者

都
内
か
ら
の
来
訪
者

2日前 打上げ日前日 延期１日目

パークアンドライドで
見学場へ移動

お土産に
蜂蜜購入

通常の消費 追加消費

串本周辺
ホテル宿泊

ソラミル
見学

見学場で
買物

熊野古道
ツアーに参画 打上げ

見学

トレーラー
ハウスに宿泊

トレーラー
ハウスに宿泊

打上げ延期
の発表

旅行プラン
のパターン例

打上げ予定日

バ
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

夜、飛行機
で関空に
到着

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

和歌山市内
ホテル宿泊

和歌山市で
ビジネス
マッチング

南紀白浜で
リモート
ワーク

打上げ延期
の発表

ソラミルで
リモート
ワーク

パークアンドライドで
見学場へ移動 見学場で

買物

レンタカーで
和歌山市に
移動 那智勝浦の

温泉宿
に宿泊

お土産に
ジビエ購入

アドベンチャー
ワールドを
満喫

トレーラー
ハウスに宿泊

目指す来訪者のジャーニー（想定通りの打上げ時vs延期時）

ミシュラン
レストラン
で食事

橋杭岩等
串本周辺
散策

ジオパーク
の見学

和歌山市で
名物グルメ
を食事

自家用車で
南紀エリアに
移動

打上げ
見学

延期により
宿泊・観光等
の消費が増加

観光産業産
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県内で義務教育を完了と仮定
（以降、可能性が高い分岐を想定）

乳幼児

具体アクションイメージ： 成長モデルと施策

◼和歌山県内での宇宙人材確保には、人の成長における各過程で宇宙に関した施策が想定され
る。例えば、小中学生に対するロケット発射の社会科見学などである

宇
宙
へ
の
関
心
・
関
与
度

大

小

生
涯
和
歌
山

モ
デ
ル

U

タ
ー
ン

モ
デ
ル

県
外
移
住

モ
デ
ル

地元の小中学校
に進学

小中学生 高校生 大学(院)生 社会人

✓ 生涯人生を
和歌山県で

✓ 宇宙分野で
能力を発揮

県内大学
に進学

宇宙関連等
企業に就職

大学近くの
企業に就職

串本古座
高生

県内
高校生

県外
高校生

県外
大学生

県内
大学生

宇宙関連企業
県内在職者

県内
在職者

県外
在職者

県内
出生

県内
小中生

Uターンで
県内に就職

県外大学
に進学

串本古座高校の
「宇宙探求コース」に進学

和
歌
山
県
に
お
け
る
人
の
成
長
モ
デ
ル
例

ロケット発射等の
社会科見学を実施

現役エンジニアによる
出前授業の実施

県内大学の宇宙研究・
産学連携の強化

宇宙企業集積に
よる就職先拡充

県内高校
に進学

県外高校
に進学

県外
大学生

県外大学
に進学

人の成長過程

✓ 就職に伴い
県内に引越

✓ 趣味として宇
宙に関心

✓ 県外に就職

✓ 幼少期の宇
宙教育で宇
宙に理解あり

成長モデルの概要

県内居住

県外居住

[凡例]

施策・取組

U・Iターン支援

教育産業学
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国内宇宙産業における機会損失の視点

◼SP紀伊を含めた国内宇宙産業への施策を怠った場合、海外にロケット打上げや製造等の需要
が流出し、国内の宇宙産業が衰退する悪循環に陥ってしまう可能性

国内宇宙産業への
施策を怠ると…

海外宇宙産業の発展

ロケット・衛星等の
国内製造需要減少

日本宇宙産業の衰退

ロケット打上げ
・製造等の需要流出

打上げ回数の低下

国内宇宙サプライ
チェーンの未発達

宇宙産業の低迷
ロケット・衛星等の
海外製造需要増加

打上げ回数の増加

宇宙サプライチェーン
の構築・整備

宇宙産業の成長
悪
循環

好
循環

SP紀伊だけでも経済波及効果として数千億円規模の機会損失が想定
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国内外の打上げ時のリアクションの違い

◼ 多額の資金投下や高頻度な実証機会、リスクを緩和する仕組みを背景に、米国の宇宙開発
では「以前より進展があれば失敗ではない」とポジティブに捉えられる文化が醸成されている

（画像出所） 1)毎日新聞YouTubeチャンネル「スペースXの大型宇宙船、初の打上げ実験で爆発も関係者は「成功」」
2)NHK NEWS WEB「H3ロケット打上げ失敗 2段目が点火せず JAXAは原因究明へ」
3)朝日新聞デジタル「H3失敗で「だいち3号」喪失の痛手 成功前提のロケット計画に懸念」

23年4月 Starship打上げ時の様子 23年3月 H3打上げ時の報道

文化差の背景
にある開発手法

失敗を許容できる高頻度・アジャイルな開発 ミッションによる損失が大規模に

潤沢な
資金

ミッション
の細分化

複数年に
跨る支援

高頻度の
実証機会

大型
ミッション

完成品
での実証

実証機会
が限定的

日本への取り入れも宇宙基本計画で示唆

1

2

3
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